
畢口□

､、

☆
百
貨
店
を
教
養
の
場
に

昭
和
妃
年
秋
の
大
丸
神
戸
店
新
館

オ
ー
プ
ン
と
同
時
に
、
美
術
画
廊
も

４
Ｆ
の
今
の
ス
ペ
ー
ス
に
移
っ
た
。

約
釦
坪
の
画
廊
は
、
ほ
ぼ
正
方
形

で
柱
が
な
い
の
で
、
入
り
口
に
立
つ

と
四
方
が
す
べ
て
見
渡
せ
、
と
て
も

広
く
感
じ
ら
れ
る
。
作
家
の
先
生
方

か
ら
は
「
作
品
が
と
て
も
見
や
す
い
」

と
、
賛
辞
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
そ
う

だ
。百

貨
店
と
い
う
地
域
消
費
産
業
に

は
、
絶
え
ず
商
品
を
売
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
使
命
が
あ

る
。
が
、
だ
ん
だ
ん
生
活
が
多
様
化

成
熟
し
て
き
た
現
在
で
は
、
大
丸
と

し
て
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
地
域
文
化

に
貢
献
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
い
う

考
え
方
の
も
と
に
一
層
、
美
術
に
も

ぐ
っ
と
力
を
入
れ
て
き
て
い
る
。

こ
の
職
に
つ
い
て
一
年
半
の
小
島

課
長
は
「
百
貨
店
を
買
い
物
だ
け
で

な
く
、
勉
強
や
教
養
の
場
と
し
て
、

お
客
様
に
ご
利
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
抱
負
を
述
べ
る
。

、
絵
画
、
彫
刻
、
版
画
、
書
画
、
工

芸
と
美
術
全
般
に
渡
っ
て
企
画
が
た

て
ら
れ
る
。
絵
画
で
は
東
山
魁
夷
画

伯
、
奥
田
元
宋
画
伯
な
ど
、
工
芸
で

は
藤
原
啓
先
生
、
清
水
六
兵
衛
先
生

な
ど
の
個
展
が
非
常
に
人
気
が
高
い
。

ま
た
、
Ⅲ
月
に
は
二
紀
会
選
抜
展
や

清
水
多
嘉
示
彫
塑
展
が
催
さ
れ
た
。

「
美
術
と
い
う
の
は
、
と
て
も
根
強

い
趣
味
が
あ
る
し
、
ま
た
奥
行
き
の

深
い
も
の
で
す
。
勉
強
し
て
も
勉
強

し
て
も
追
い
つ
き
ま
せ
ん
。
若
輩
な

が
ら
、
お
客
様
に
負
け
な
い
よ
う
に

頑
張
り
ま
す
」
と
粒
揃
い
の
ス
タ
ッ

フ
と
共
に
意
欲
満
々
の
小
島
課
長
だ
。

国
神
戸
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大
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０
７
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）
３
３
１
１
８
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２
１
㈹

一
小
島
重
美
課
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ぎ大
丸
神
戸
店
美
術
画
廊

g 電涛岬
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湘
咽
『
凸
ざ
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副
『
州
雪
９
⑤
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碑
１
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『 や
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り

Bゲラ

登
場
（
そ
の
７
〉

可

討

垂ｆ
専床

同

一 J、
１
Ⅲ ､

・1 2 / 2～1 2 /７創作版画協
・1 2 /９～1 2 / 1 4羽田真皮
・12/16～12/2１

会秋季展
革工芸展

藤本保子手作り人形展
‘12/23～12/28金井なおみと森過世

油絵と型染２人展

●

書廊薬；
神戸市中央区三宮町１丁目
６－３（パレックス東隣）
合（０７帥3 9 1 - 4 1 3 7月曜休

･１２/4～12/９
兵庫県大東0

. 1 2 / 1 1～1 2 / 1６胃
012/18～12/2３

屡

神戸海星女子学院大学
短期大学・写真展
●

画廊錦
神戸市中央灰三宮町１丁目
５－３０三宮センター街
登（０７帥331-1721～3水曜休

ギャラリーさんちか
さんちか広場

●
市民の広場としてギャラ
リーさんちかおよびさん
ちか広場を利用ください。
★お問合せは…神戸地下街

念（078)391-4024

･ 1 2 / 1 ～1 2 / ３１常設展

SALON＆GALLERYq間坂〉

神戸時代
●

神戸市中央区中山手通１丁目
2 3 - 1 0 モンシャトーコトブキ
ピル１Ｆ
き(078)242-3567
喫茶( 昼) 土屈休・スナック< 夜) 日唱休

・１２/4～12/１２
モチーフ別版画公募展
「風最」入避作品展

・１２/13～12/2８
阪神間在住作家
ミニアチュール展

蝋蝋_ 融
西宮市羽衣町7番2 6号アルベジオ
夙川４Ｆ（阪急夙川駅前) 〒6 6 2
念(0798)36-3676水曜休
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’

４
１
１貸画廊

ギｬ ﾗ ﾘ ｰ新光
●

画廊使用ノオ申込ハ
３ヵ月以上前ニオネ
ガイシマス。
元町通n 丁目
き（078)331-4732

元町画廊
く若木屋〉
佐藤廉

７番２号
＆〈078）

●

ｊ
目
ル

第1 . 3 月曜休、第2 . 4 日曜休

･ 1 2 / ４～1 2 / ９昭生会五人展
・12 / 1 0～12 / 1 6皆川月華染色展
012/１７～12/23吉本正陶芸展
｡12/24～12/３０

迎春用床飾り展示即売会
●

大丸美術画廊
神戸元町・大丸神戸店４Ｆ
登（078)331-8121

･12/10～12/1３
コパー銅板の細工展

●

ギャラリー
イトー

神戸市中央区北長狭通３丁目
1 2 - 1 5 日経ビル5Ｆ
五（078）392-3566

・1 2 / ９～1 2 / １４宮風成之個展
・１２/16～12 /鱒
神戸陶芸研究所選抜五人展

ギャラリーあじさい
●

神戸市中央区三富１丁目

蕊綴労夜麓前
査（078)331-1639月曜休
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／
／

学生さんも外人さんも
鍋をつついています

京辰づれの娠散から豚台付2 0 0人大要会
民芸御食事処・名物鼠炉遍屋散

いろりや
神戸・北野町3丁目毒231-6777(代）

堂黛一正午より

神戸異人館

うろこの家
生田区北野町２丁目
壷2 4 2 - 6 5 3 0

スパニッシュレストラン

エノレヴィノ
生閥灰北野町３丁目

アニルドマンション１Ｆ壷2 4 1 - 1 3 4 4
東門店／缶3 3 2 - 6 6 3 6

神戸割烹

お 可川
中央区北野町１丁目5 - 7

査2 2Ｚ3 5 1 1

手づくりの店

がれりあ馬亜乃
生田区北野町４丁目４６－２
キタノサーカス山側

か2 4 2 - 5 0 0 5

フランス料理

北野クラブ
中央区

蚕
丁目5戸７
２３

レストラン

クインズコーート
中央区山本通２丁目1 3 - 1 1

金2 4 2 - 2 4 6 9

舶来民芸品・アンテイーク

ネホ戸ｺ ﾚ ｸ ｼ ｵ ﾝ
北野通店⑳2 2 2 ＝2 4 6 8
異人館通店査2 2 2 - 3 6 0 0

ギャラリー・テイールーム

神戸時代
中央区中山手通１丁目2 3 - 1 0
モンシャトウコトプキビル

念2 4 2 - 3 5 6 7

真珠･ 宝石･ アクセサリー専門店

ｻﾛﾝ･ド,ﾉ；ーﾙ柵
(栄光宝飾）

中央区北野町４丁目8 - 3
壷? 2 2 - 1 4 0 6

サンドイッチ･ スランス菓子

ジｬﾙダﾝ･ド･フランス
中央区北野町３丁目1 - 1

金2 ? 2 - 3 5 6 7

英国風レストラン
、

St・GeorgeJapan
中央区北野町１丁目2 - 1 7

冠2 4 2 - 1 2 3 4

花と植木

草 楽園
生田区山本通３丁目バス停前

面2 2 1 - 1 5 8 5

フランス料理

ピストロドゥリヨン
中央区山本通２丁目1 3 - 6

壷221- 2 7 2 7

美 容室

ブルーあきら
生田区北野町３丁目

金2 2 1 - 9 0 8 0

オリジナルファッション･ ブティック

魔女大里最世子
中央区北野町４丁目異人館倶楽部

金”ラト1７７３

ご宿泊・結婚式

神戸Y ＭＣＡ
中央区加納町２丁目7 - 1 5

公2 4 1 - 7 2 0 1

異人館のユーハイム

ラインの館
中央区北野町２丁目1 0 - 2 4

1｡:OO-j9I銘6藻木曜定ッ
<アィウエオ順〉< アイウエオ順〉
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ﾗ諾く

８○蝋鋤c Ⅷ
CMstmaSpaity

今祢のシンデレラはどなた？彼と私､ グループとファミリーのクリスマス､ 祝柵されてお食4 $ を…

神戸市中央区京町7 7 - 1 神栄ビル7 Ｆ念( 0 7 8 ) 3 2 1 - 1 4 5 5

＃55.12/21⑧→12/25④

雲霧

神ル印

O L I T & N o 心L 1 u l J u N
k l r ▲ＮｎＨ１ＬＬ５

、ﾐﾐﾐ

§呈鳶
曲

ザ■

.■甲

』。

レストランナイトクラブ

劃t 竪彊弓弓苫
神戸市中央区北野町1 - 5 - 7
公（07 8 ) 2 2 2 - 5 1 2 3

縫鵬瀬厩

蟻鐸
Lﾌl齢-]R_,~〕､う

ロ

＃｡
ロ
ー
凸
刀

中無休駐車埋有

的フランス料理がお気軽にお召し上がりいただけます。

BIX総Ａ２;BAzlIM&
芭聯勺］司凹 鍵《 、

４

レストラン北野クラブ
5: O 0 p m～お1人様￥18, 0 0 0
』恒例のクリスマスビュッフェ料理。
１Ｆナイトクラブのテーブルチャージ及びシ
ヨーチャージ､ 税､ サービス料込。

ナイトクラブ北野クラブ
6:00p.m.～お1人様￥18,000
フランスシャンバン又はワイン1 本､ クリス
マススペシャルオードブル､ テーブルチャー
ジ､ ショーチャージ､ 税､ サービス料込。

※レストランご利用のお客様はお食事の
あと１Ｆナイトクラブでダンスとショーを
お楽しみ下さい｡ お席のご用意をいたし
ております。
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彦易芸葡

心をこ 別
ｌ

吟
ｊ
Ｌ
Ｉ
８琴

雪
一

〆

雪塞幾
》

､

Ｆ一

一一＝ ﾐ ーニ

一一窒碧
｢ ー

皇室

二Ｆ ⑰

戸ゴ
－－句勺

倒‐

綴諭働

、 ノ

鰯
■

一一＝垂涯一壷閲，

紳士靴・婦人靴のギフトカードをご用意いたしております。

本格派の人々に愛される

ヨヨオ打
本店/ 神戸大丸前霊0 7 8 ( 3 3 1 ) ５１９０

東京店／東急百貨店渋谷店・日本橋店・吉祥寺店・池袋バルコ・川越丸広店
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戸
上

一、，』
都
会
の
雑
踏
を
背
に
し
て
、
山
に
吸

い
込
ま
れ
る
よ
う
な
道
を
行
く
と
、
す

ぐ
目
の
前
に
星
和
台
が
広
が
る
。
車
を

降
り
る
と
空
気
が
お
い
し
い
。
八
十
万

㎡
の
、
こ
の
町
。
地
図
の
上
で
は
柵
の

よ
う
に
区
画
さ
れ
て
い
る
が
、
街
は
坂

lＱ齢

画
■

あ
り
、
公
園
あ
り
で
変
化
に
富
み
、
一

軒
一
軒
か
な
り
凝
っ
た
個
性
的
な
家
々

が
並
ぶ
。
窓
辺
の
表
情
か
ら
、
ふ
っ
と

中
を
の
ぞ
き
た
く
な
る
。

建
売
の
何
軒
か
を
拝
兇
さ
せ
て
頂
く
。

門
、
植
込
み
、
ポ
ー
チ
、
玄
関
そ
し
て

ホ
ー
ル
迄
は
そ
れ
ぞ
れ
の
家
の
特
徴
を

備
え
好
感
が
持
て
る
。
な
ん
と
い
っ
て

も
ま
ず
家
の
顔
で
あ
る
。
玄
関
を
上
る

と
畳
の
香
り
が
漂
う
明
る
い
雰
囲
気
の

家
の
中
。
キ
ッ
チ
ン
の
ス
ペ
ー
ス
も
機

能
的
に
出
来
て
い
て
主
婦
に
は
う
れ
し

い
。
・
一
階
の
各
部
屋
は
、
こ
れ
に
必
要

な
家
具
が
入
っ
た
ら
少
し
狭
い
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
ア
パ
ー
ト
で
な
く
念
願
の

一
軒
の
家
な
の
だ
か
ら
、
た
と
え
ば
、

戸
棚
な
ど
も
う
少
し
多
く
作
り
、
部
屋

を
広
く
使
え
る
と
良
い
の
に
と
思
う
。

日
本
間
は
や
は
り
日
本
人
の
も
の
だ
か

ら
、
落
ち
着
き
が
あ
り
、
申
し
分
な
い

の
だ
が
、
洋
間
は
、
サ
ロ
ン
と
食
堂
の

空
間
と
か
、
壁
面
、
壁
紙
や
、
照
明
の

現地担当の奥芝ＩＦ熊と

の
中
か
ら
選
ぶ
よ
う
な
こ
と
は
出
来
な

い
も
の
だ
ろ
う
か
。

今
は
何
の
家
具
も
な
い
こ
の
空
間
を

兇
て
思
う
に
、
Ｈ
本
の
洋
間
の
歴
史
は

ま
だ
浅
い
の
に
、
今
の
日
本
人
は
、
洋

r 主婦にとっては動きやすさが一番ですね」と淑子さん。

処
理
に
は
、
も
っ
と
住
む
人
の
剛
岬
剖
噸
》

出
て
然
る
べ
き
と
こ
ろ
だ
と
思
う
。
せ

め
て
幾
種
類
か
の
好
ま
し
い
サ
ン
プ
ル
’

間
で
過
す
時
間
が
一
日
の
う
ち
で
多
く

な
っ
て
き
て
い
る
。
が
、
椅
子
に
す
わ

る
生
活
空
間
を
、
ま
だ
本
当
に
使
い
こ

な
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

昔
は
、
日
本
間
に
も
、
無
駄
の
な
い

「
広
さ
」
が
あ
っ
た
。
逆
に
今
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
、
そ
の
Ｈ
本
的
空
間
が
心

地
良
い
も
の
と
し
て
取
り
入
れ
ら
れ
、

障
子
の
明
り
が
美
し
い
と
さ
れ
た
り
し

て
い
る
。
そ
れ
で
彼
ら
の
生
活
と
の
違

和
感
が
な
い
。
考
え
て
み
る
に
、
今
の

日
本
人
は
物
を
持
ち
過
ぎ
る
の
だ
。
も

う
少
し
周
辺
を
整
理
し
て
、
好
き
な
空

間
に
、
本
当
に
好
き
な
家
具
、
道
具
だ

け
で
、
充
分
満
た
さ
れ
た
生
活
が
出
来

る
と
思
う
の
だ
が
．
…
・
・
。

そ
ん
な
こ
と
を
考
え
つ
つ
外
に
出
る
。

街
路
樹
の
大
き
な
真
赤
な
モ
ミ
ジ
の
葉

が
、
道
の
奥
の
山
は
だ
に
映
え
て
月
に

し
み
た
。

★日生鈴蔚台ニュータウンルポ〈2 1 〉

崖 台風景
日本的空間の美しさ
淑子スーション< 霞一子ｽ ﾄ ）
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、
出
会
い
の
元
町
〃
エ
ポ
ッ
ク
“
装
い
も
新
し
く
ノ

パ
ー
テ
ィ
に
２
Ｆ
を
賃
切
予
約
で

ご
利
用
下
さ
い
ま
せ
。
〈
釦
名
可
〉

ｒ嵐鶏

可種

、

今
か
ら
加
年
ぐ
ら
い
前
に
、
モ
ロ
ッ
コ
の
シ
ー
・
モ
ハ
メ
ッ
ド

君
と
元
町
を
歩
い
て
「
い
い
喫
茶
店
や
な
あ
」
と
〈
エ
ポ
ッ
ク
〉
で
お

茶
を
飲
ん
だ
の
が
マ
マ
の
金
川
末
子
さ
ん
と
の
出
会
い
。
イ
ン
テ

リ
ア
担
当
の
枚
田
さ
ん
も
西
代
中
学
の
教
え
子
で
、
共
に
親
戚
の

よ
う
な
お
つ
き
あ
い
だ
。
新
し
く
な
っ
た
〈
エ
ポ
ッ
ク
〉
は
、
元
町

ら
し
い
ハ
イ
カ
ラ
さ
が
あ
っ
て
枚
田
佳
子
さ
ん
ら
し
い
デ
ザ
イ
ン
だ
。

中
西
勝
〈
洋
画
家
〉
写
真
は
右
か
ら
中
西
ご
夫
奏
／
牧
田
ノ
金
川
〈
２
Ｆ
に
て
）

★
Ｘ
マ
ス
・
新
年
の

＝

a
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型
日
（
月
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

Ａ
・
二
五
○
○
円
Ｂ
・
二
二
○
○
円

☆
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
・
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ

ブ
ギ
ウ
ギ
・
バ
ン
ド

鍋
日
（
火
）
６
時
半
神
戸
文
化
小
ホ

ー
ル
前
売
・
二
五
○
○
円
当
日
・

三
○
○
○
円

★
杉
田
二
郎

型
日
（
水
）
６
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー

ル
Ａ
・
二
五
○
○
円
Ｂ
・
二
○
○

○
円

★
ひ
つ
じ
の
館
音
楽
会

藤
濯
美
枝
子
・
伊
藤
ま
ゆ
み

零
日
（
木
）
６
時
半
神
戸
市
教
育
会

館
二
○
○
○
円

☆
メ
サ
イ
ヤ
／
神
戸
中
央
合
唱
団

詑
日
（
木
）
６
時
半
神
戸
文
化
大
ホ

ー
ル
一
○
○
○
円

☆
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
／
第
九
交
響
曲

、
日
（
水
）
７
時
神
一
房
文
化
大
ホ
ー

ル
音
楽
友
の
会
／
会
員
・
二
七
○
○

円
一
般
・
三
○
○
○
円

蕊

八
音
楽
Ｖ

☆
サ
ー
カ
ス

９
日
（
火
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

民
音
／
会
員
・
二
二
○
○
円
一
般
・

二
五
○
○
円

☆
Ｗ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｗ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ

過
日
（
土
）
４
時
叫
日
（
日
）
２
時

神
戸
文
化
大
ホ
ー
ル
Ｓ
・
三
八
○
○

円
Ａ
・
三
○
○
○
円
Ｂ
・
二
五
○

○
円

☆
櫓
原
郁
恵

理
日
（
日
）
①
３
時
半
②
６
時
半

神
戸
国
際
会
館
Ｓ
・
三
○
○
○
円

Ａ
・
二
五
○
○
円
Ｂ
・
二
○
○
○
円

☆
ク
リ
ス
マ
ス
・
デ
キ
シ
ー
・
パ
ー
テ
ィ

皿
日
（
日
）
２
時
半
神
戸
バ
プ
テ
ス

ト
教
会
Ｉ
ア
ル
パ
ト
ロ
ス
ー
フ
リ
ー
デ

ア
レ
イ
一
般
・
一
五
○
○
円

出
抗
／
ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ
・
ラ
ス
カ
ル

ズ
サ
ウ
ス
サ
イ
ド
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
、
滝

え
り
子
、
ビ
ッ
グ
・
デ
ィ
ッ
パ
ー
ズ
ほ
か

☆
安
藤
義
則
オ
ン
ス
テ
ー
ジ

晦
日
（
月
）
６
時
ヤ
マ
ハ
神
戸
セ
ン

タ
ー
二
○
○
○
円

ゲ
ス
ト
／
束
仲
一
矩

☆
ダ
ー
ク
ダ
ッ
ク
ス

皿
日
（
木
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

Ｓ
・
三
○
○
○
円

☆
加
山
雄
三

鵡
日
（
木
）
６
時
半
神
戸
文
化
大
ホ

ー
ル
Ｓ
・
四
○
○
○
円
Ａ
・
三
○

○
○
円
Ｂ
・
二
五
○
○
円

☆
二
二
・
口
シ
ソ

加
日
（
土
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
航

Ｓ
・
三
○
○
○
円
Ａ
・
二
五
○
○
円

Ｂ
・
二
○
○
○
円

☆
高
中
正
義

113

i雛｛

☆
第
４
回
こ
う
べ
市
民
音
楽
祭
出
場
者
募
集
中
（
締
切
ね
月
巧
日
）

【
☆
神
戸
の
催
し
物
ご
案
内
〕
咽
月

ア
マ
チ
ュ
ア
音
楽
家
の
育
成
と
市
民
音
楽
の
普
及
を
め

ざ
し
て
開
催
さ
れ
て
い
る
〃
こ
う
ぺ
市
民
音
楽
祭
″
の

出
場
者
を
募
姫
し
て
い
る
。
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
ク

ラ
シ
ッ
ク
と
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
の
二
部
門
に
分
け
、
予
選
を

通
過
し
た
波
奏
者
が
、
来
年
４
月
顕
ｌ
配
日
国
際
交
流

会
館
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
る
大
批
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
出

場
、
優
勝
が
決
定
す
る
。
出
場
申
し
込
み
は
、
神
戸
市

教
育
委
員
会
文
化
課
曾
３
３
１
１
８
１
８
１

ル
Ａ
・
三
○
○
○
円
Ｂ
・
二
五
○

○
円

大
阪
フ
ィ
ル
指
抑
／
朝
比
奈
隆

独
唱
／
岡
田
暗
美
、
井
上
和
世
、
田
原

祥
一
郎
、
三
室
尭

”
日
（
土
）
６
時
神
戸
国
際
会
館

Ｓ
・
五
○
○
○
円
Ａ
・
四
○
○
○
円

Ｂ
・
三
○
○
○
円

大
阪
フ
ィ
ル
指
揮
／
小
沢
征
爾

独
唱
／
樋
本
栄
、
田
中
万
美
子
、
林
誠

三
室
尭

八
演
劇
Ｖ

☆
文
化
座
「
女
と
刀
」

、
日
（
水
）
Ｉ
過
日
（
土
）
６
時
通
分

型
日
（
日
）
１
時
半
神
戸
文
化
中
ホ

ー
ル
神
戸
労
演
／
会
員
・
一
二
○
○

円
八
そ
の
他
Ｖ

☆
市
民
映
画
劇
場
「
大
統
領
の
陰
謀
」

肥
日
（
木
）
四
日
（
金
）
６
時
半

卯
日
（
土
）
２
時
神
戸
文
化
小
ホ
ー

ル
会
員
・
五
○
○
円
一
般
・
七
○

○
円

八
ホ
テ
ル
の
ク
リ
ス
マ
ス
Ｖ

〔
大
阪
・
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
〕

☆
五
木
ひ
ろ
し

四
日
（
金
）
①
デ
ィ
ナ
ー
シ
ョ
ー
５

時
半
３
０
０
０
０
円
②
サ
パ
ー
＆

シ
ョ
ー
９
時
２
３
０
０
０
円

☆
ペ
ド
ロ
＆
カ
プ
リ
シ
ャ
ス

即
日
（
土
）
６
時
１
２
０
０
０
円

☆
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス

神
津
善
行
、
中
村
メ
イ
コ

幻
日
（
日
）
５
時
半
１
２
０
０
０
円

★
布
施
明

理
日
（
月
）
６
時
２
５
０
０
０
円

★
伊
東
ゆ
か
り

鯉
日
（
水
）
６
時
２
０
０
０
０
円

☆
野
口
五
郎

溺
日
（
木
）
①
デ
ィ
ナ
ー
シ
ョ
１
５

時
半
２
８
０
０
０
円
②
サ
パ
ー
＆

シ
ョ
ー
９
時
２
０
０
０
０
円

〔
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
〕

☆
中
村
晃
子
・
キ
ン
グ
ト
ー
ン
ズ

即
日
（
土
）
①
４
時
半
１
７
時
２
５

０
０
０
円
②
６
時
半
１
９
時
２
０

０
０
０
９

大
阪
フ
ィ
ル
指
撫
／
外
山
雄
三

独
唱
／
立
原
ち
え
子
、
成
田
絵
智
子
、

丹
羽
勝
海
、
大
島
幾
男

四
日
（
金
）
７
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー

ル
民
音
／
会
員
・
二
五
○
○
円
一

般
・
二
八
○
○
円

大
阪
フ
ィ
ル
指
抑
／
朝
比
奈
隆

独
唱
／
樋
本
栄
、
荒
田
祐
子
、
林
誠
、

三
室
尭

即
日
（
土
）
７
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー

霧

原
作
／
三
木
卓
監
督
／
野
村
芳
太
郎

音
楽
／
芥
川
也
寸
志
出
演
／
渡
瀬
恒

彦
、
十
朱
幸
代
、
若
命
真
裕
子
他

ｎ
月
型
日
よ
り
神
戸
国
際
日
活
で
公
開

、
名
ご
招
待

☆
Ａ
Ｔ
Ｇ
映
画
「
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
た
ち
」

脚
本
・
監
督
ｚ
大
森
一
樹

出
演
／
古
尾
谷
雅
人
、
伊
藤
蘭
他

哩
月
哩
日
よ
り
梅
田
・
三
番
街
シ
ネ
マ

２
に
て
公
開
。
５
名
ご
招
待

☆
プ
レ
ゼ
ン
ト
阪
急
合
館
に
て
上

映
中
の
「
映
画
〃
レ
イ
ズ
・
ザ
・
ク
邪

タ
ニ
ッ
ク
″
の
す
べ
て
」
（
映
画
の
手
び

き
、
型
頁
）
を
即
名
概
に
。

ご
希
望
の
方
は
葉
書
に
住
所
・
氏
名
・

年
令
・
職
業
を
明
記
の
上
、
神
戸
っ
子

編
集
部
「
展
え
る
舌
」
「
ヒ
ポ
ク
ラ
テ

ス
た
ち
」
の
係
ま
で
。

●
愛
読
者
優
待
席

神
戸
っ
子
読
者
を
左
記
の
他
し
物
に

割
引
優
待
し
ま
す

★
第
九
交
響
曲

璽
月
即
日
（
土
）
７
時
神
戸
文
化
大

ホ
ー
ル

大
フ
ィ
ル
指
揮
／
朝
比
奈
隆

独
唱
／
岡
田
附
美
、
井
上
和
世
、
田
原

祥
一
郎
、
三
室
尭

Ａ
・
三
○
○
○
円
Ｂ
・
二
五
○
○
円

を
そ
れ
ぞ
れ
一
割
引

☆
桐
五
重
奏
団

１
月
８
日
（
木
）
７
時
神
戸
文
化
中

ホ
ー
ル

出
淡
／
安
川
灘
一
郎
、
弘
中
孝
ほ
か

Ａ
・
二
五
○
○
円
Ｂ
・
二
○
○
○
円

Ｃ
・
一
五
○
○
円
を
そ
れ
ぞ
れ
一
割
引

ご
希
望
の
方
は
電
話
で
神
戸
っ
子
優
待

係
八
川
崎
Ｖ
ま
で
言
３
３
１
１
２
２

４
６
，

●
愛
読
者
招
待
席

神
戸
っ
子
読
者
を
左
記
の
催
し
物
に

ご
招
待
致
し
ま
す
。

☆
松
竹
映
画
「
震
え
る
舌
」
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写真上はどじょうを、下はあじを食べさせている。

秋
が
深
ま
る
頃
、
今
年
も
ま
た
、
ツ
ル
の
親
鳥
た
ち
の
大
き
な

風
切
羽
が
、
毎
日
の
よ
う
に
、
焔
本
、
即
本
と
、
地
上
に
抜
け
落

ち
は
じ
め
た
。
風
雨
に
さ
ら
さ
れ
な
が
ら
の
一
年
、
あ
の
美
し
か

っ
た
羽
も
う
す
汚
れ
、
先
は
す
り
切
れ
て
い
る
こ
と
が
、
そ
の
抜

け
落
ち
た
羽
を
手
に
し
て
よ
く
分
か
る
。
一
年
に
一
度
は
こ
の
古

く
な
っ
た
羽
が
生
え
替
る
、
つ
ま
り
換
羽
期
だ
。

だ
が
、
こ
う
し
た
烏
た
ち
の
羽
の
生
え
か
わ
り
方
に
も
、
大
変

意
味
深
い
も
の
が
あ
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
し
、
一

度
に
す
べ
て
の
羽
が
抜
け
て
し
ま
っ
た
の
で
は
、
丸
裸
に
な
っ
て

体
温
は
保
て
な
い
し
、
空
中
を
飛
ぶ
こ
と
も
で
き
な
く
な
っ
て
し

ま
う
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
、
空
中
生
活
時
間
の
多
い
烏
ほ
ど
、
そ
う

し
た
換
羽
期
が
長
い
。
特
に
飛
ぶ
た
め
の
風
切
羽
は
僅
か
に
一
本

が
抜
け
落
ち
、
暫
く
し
て
そ
の
羽
が
新
し
く
生
え
替
っ
た
頃
に
な

っ
て
隣
の
一
本
が
抜
け
る
。
さ
ら
に
ま
た
、
左
右
両
翼
の
バ
ラ
ン

ス
が
と
れ
る
よ
う
に
、
同
じ
位
置
の
羽
が
抜
け
落
ち
る
こ
と
に
も

生
き
る
も
の
の
す
ば
ら
し
さ
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
。

〔
換
羽
期
に
飛
べ
な
く
な
る
親
ヅ
ル
の
愛
〕

一
方
、
大
型
で
地
上
生
活
時
間
の
長
い
ツ
ル
た
ち
の
換
羽
は
ど

う
か
、
実
に
そ
れ
は
不
思
議
な
愛
を
感
じ
さ
せ
る
程
、
そ
の
換
羽

期
が
雛
の
成
育
と
か
か
わ
り
あ
っ
て
い
る
こ
と
が
今
年
も
実
証
さ

れ
た
。
タ
ン
チ
ョ
ウ
ヅ
ル
も
、
イ
ン
ド
オ
オ
ヅ
ル
も
そ
の
パ
タ
ー

ン
は
全
く
同
じ
で
、
春
さ
き
二
羽
の
親
鳥
た
ち
が
、
激
し
く
鳴
き
、

舞
い
合
う
ラ
ブ
シ
ー
ズ
ン
の
頃
、
せ
っ
せ
と
地
上
に
大
き
な
巣
作

り
を
は
じ
め
る
。
そ
の
熱
心
さ
は
オ
ス
が
き
わ
だ
っ
て
い
る
が
、

メ
ス
も
共
同
作
業
に
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
も
確
認
し
た
。

２
個
の
卵
を
産
み
、
お
よ
そ
詑
日
、
終
夜
風
雨
に
も
め
げ
ず
、

ひ
と
と
き
も
冷
さ
な
い
で
抱
き
続
け
て
い
る
の
だ
が
、
卵
を
抱
く

親
鳥
た
ち
の
方
向
が
時
折
り
変
わ
っ
て
い
る
。
何
故
だ
ろ
う
。
陽

ざ
し
だ
ろ
う
か
、
い
や
、
そ
れ
は
明
ら
か
に
風
に
向
か
っ
て
い
る

の
だ
っ
た
。
風
の
抵
抗
を
少
な
く
す
る
一
番
外
側
に
あ
る
雨
覆
羽

を
ぎ
ゅ
っ
と
ひ
き
し
め
、
身
体
を
細
め
る
よ
う
に
風
雨
に
立
ち
向

か
う
姿
で
卵
を
抱
き
続
け
て
い
る
の
だ
。
し
か
も
朝
、
夕
、
深
夜

と
オ
ス
、
メ
ス
が
交
互
に
代
わ
り
、
そ
の
割
合
は
６
対
４
、
つ
ま

り
オ
ス
烏
が
明
ら
か
に
長
く
熱
心
に
抱
い
て
い
る
こ
と
も
分
か
つ

た
。
ま
た
、
ふ
化
し
た
雛

の
面
倒
も
両
親
で
、
常
に

雛
を
は
さ
む
よ
う
に
し
て

地
面
を
掘
り
お
こ
し
、
ミ

ミ
ズ
や
虫
を
あ
た
え
、
池

の
ド
ジ
ョ
ウ
や
小
魚
を
食

べ
さ
せ
る
の
で
す
が
、
や

は
り
オ
ス
親
の
熱
心
さ
に

感
心
さ
せ
ら
れ
る
ば
か
り

の
日
々
だ
。
そ
し
て
、
雛

鳥
た
ち
が
、
木
羽
を
も
ち

大
空
に
飛
び
た
て
る
ま
で

の
お
よ
そ
４
カ
月
間
、
親

鳥
た
ち
は
全
く
飛
ぶ
こ
と

な
く
地
上
の
生
活
を
雛
鳥

と
共
に
過
ご
す
こ
と
に
な

る
。

５
１
１
１
１
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そ
の
〃
子
育
て
期
″
の
４
カ
月
に
、
ま
る
で
合
わ
せ
た
よ
う
に
、

親
鳥
た
ち
の
あ
の
巨
大
な
風
切
羽
が
、
一
本
ず
つ
で
は
な
く
、
ば

っ
さ
り
と
ｍ
ｌ
拓
本
と
毎
日
の
よ
う
に
抜
け
落
ち
、
親
鳥
は
全
く

飛
べ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
ど
ん
な
危
険
に
出
会
お
う
が
雛
を
放

っ
て
飛
び
立
て
な
い
。
身
を
も
っ
て
守
り
育
て
る
。
．
そ
ん
な
親
鳥

の
愛
を
感
じ
さ
せ
る
ツ
ル
の
換
羽
期
な
の
だ
。

〔
残
念
ノ
ガ
ー
坊
、
親
か
ら
離
す
〕

ふ
化
哩
日
め
、
〃
ど
う
も
２
羽
が
揃
っ
て
大
き
く
な
ら
な
い
。

一
羽
の
育
ち
が
悪
い
。
そ
の
う
え
争
い
が
起
こ
り
そ
う
だ
〃
。
そ

の
心
配
が
現
実
と
な
っ
た
。
元
気
な
雛
が
一
方
的
に
餌
を
食
べ
、

ま
す
ま
す
、
そ
の
差
が
大
き
く
な
る
ば
か
り
、
と
う
と
う
小
さ
い

方
が
ぐ
っ
た
り
う
ず
く
ま
っ
た
ま
ま
、
動
か
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
。親

烏
の
激
し
い
攻
撃
を
か
わ
し
な
が
ら
、
よ
う
や
く
連
れ
だ
し

た
時
に
は
、
も
う
だ
め
か
／
，
と
案
じ
ら
れ
た
が
、
担
当
の
安
福
さ

ん
ら
の
手
厚
い
看
病
の
結
果
、
元
気
を
と
り
戻
し
、
〃
ガ
ー
坊
″

と
愛
称
が
つ
け
ら
れ
、
再
び
、
育
ち
は
じ
め
た
。

毎
日
三
’
四
回
、
焼
い
た
ド
ジ
ョ
ウ
を
小
さ
く
切
っ
た
も
の
や

ミ
ミ
ズ
な
ど
を
、
ピ
ン
セ
ッ
ト
で
食
べ
さ
せ
て
貰
っ
て
い
た
が
、

ひ
と
と
き
も
安
福
さ
ん
か
ら
離
れ
な
い
。
ど
こ
へ
行
く
の
も
宏
福

さ
ん
を
親
と
思
っ
て
追
っ
て
行
く
。
あ
つ
そ
う
か
、
ガ
ー
坊
に
安

福
さ
ん
が
親
と
し
て
認
知
さ
れ
た
。
〃
す
り
こ
ま
れ
た
″
の
で
あ

ろ
う
。
実
に
何
の
疑
い
も
な
く
私
は
そ
う
思
っ
て
い
た
の
だ
。

〔
ガ
ー
坊
の
す
り
こ
み
異
変
〕

確
か
に
、
ふ
化
後
は
親
鳥
た
ち
を
追
い
、
餌
を
貰
い
、
座
っ
た

親
鳥
の
羽
の
下
に
も
ぐ
っ
て
眠
っ
て
い
た
ガ
ー
坊
は
、
明
ら
か
に

親
鳥
が
〃
す
り
こ
ま
れ
て
″
い
た
は
ず
だ
。
と
こ
ろ
が
、
今
、
親

烏
を
見
失
な
っ
た
時
、
空
腹
時
に
餌
を
与
え
て
く
れ
る
人
が
あ
っ

た
。
そ
れ
で
生
ま
れ
て
認
知
さ
れ
て
い
た
、
あ
の
ツ
ル
の
親
を
忘

れ
、
人
間
の
安
福
さ
ん
を
親
と
し
て
慕
い
、
後
ろ
を
追
い
は
じ
め

た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
喜
び
は
、
本
当
に
飼
育
す
る
私
た
ち
な

ら
で
は
の
体
験
で
あ
る
こ
と
を
日
々
安
福
さ
ん
は
に
こ
や
か
に
味

っ
て
い
た
の
だ
っ
た
。

「
ガ
ー
坊
、
ど
こ
へ
行
く
ん
や
／
」

「
何
だ
か
裏
切
ら
れ
た
よ
う
な
、
淋
し
い
よ
う
な
気
が
す
る
ん
で

す
よ
」
と
取
材
記
者
に
も
ら
し
て
い
た
。
そ
れ
に
、
ガ
ー
坊
は
、

成
長
す
る
に
し
た
が
っ
て
、
ほ
ん
と
の
親
鳥
た
ち
を
意
識
し
て
恐

が
る
。
散
歩
の
さ
な
か
、
い
ろ
ん
な
烏
の
前
も
平
然
と
餌
を
拾
い

な
が
ら
散
歩
を
楽
し
む
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
生
み
の
親
オ
オ
ヅ
ル

全
旦
別
を
極
度
に
嫌
い
、
前
を
通
ろ
う
と
し
な
い
の
で
あ
る
。

正
に
そ
れ
は
、
生
み
の
親
よ
り
、
〃
育
て
の
親
″
と
い
う
こ
と

な
の
だ
ろ
う
か
。

八
王
子
動
物
園
学
芸
員
／
写
真
も
Ｖ

そ
れ
は
、
餌
の
あ
と
、
運
動
の
た
め
園
内
を
ガ
ー
坊
と
散
歩
し

は
じ
め
た
と
き
の
こ
と
だ
っ
た
。

「
大
き
く
な
っ
た
な
あ
／
、
よ
か
っ
た
な
あ
ノ
．
」

つ
い
可
愛
ら
し
い
ガ
ー
坊
に
見
と
れ
て
安
福
さ
ん
の
前
を
横
切

っ
た
こ
と
が
、
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
あ
れ
だ
け
安
福
さ
ん
の
後

を
追
っ
て
い
た
ガ
ー
坊
が
一
度
も
餌
を
与
え
た
こ
と
も
な
い
私
の

後
を
追
い
、
足
早
に
つ
い
て
く
る
の
だ
。
し
か
も
、
そ
う
し
た
こ

と
は
、
背
の
低
い
小
さ
な
頃
程
顕
著
に
現
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
、

大
変
な
興
味
が
持
た
れ
た
。
な
る
程
、
ど
う
や
ら
、
ガ
ー
坊
は
安

福
さ
ん
の
顔
や
声
で
認
知
し
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

作
業
服
や
長
靴
が
同
じ
の
者
な
ら
、
誰
で
も
追
っ
て
行
く
こ
と
を

知
っ
た
安
福
さ
ん
、

１
１６
１

ガー坊の世騒をする安福さん
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こんにちは赤ちゃん

庄野和明くん／神戸市東灘区

完全看護☆冷暖房完備☆病院前公共駐車場有

蔓柿沼産婦人科

芦屋市大耕町１番1 8 号
芦屋市民センター( ルナホール) 東南
壷芦屋（0 7 9 7 ）3 1 - 1 2 3 4 代表

幼児歯科
小児歯禾斗

SAMOTOPEDIATRICDENTISTRY

佐本小児歯科

母親教室
( 初診日）火曜日午前９時3 0 分

金曜日午後１時3 0 分
( 木曜日は休診）

そごう前センター街束角・さんちか入口
住友銀行三宮ピル６階
〒 6 5 0 中央区三宮町１丁目５１

ＴＥＬ（0 7 8 ）３３１－．６３０２～３
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ビジネスに、ショッピングに

三宮で一番便利な

自走式立体モータープールです

磯上モータープール(神戸画際会鰭前)γＥＬ(078)251-787ヨ
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一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
小
山
乃
里
子
の

》
☆
明
治
６
年
創
業
、
親
子
三
代
の
お
客
さ
ん
も
。

凸
０
０
０
℃
■
４
１
ｆ
０
６
４
８
８
８
ｑ
■
０
日
８
０
０
■
。
。
■
Ｏ
Ｕ
０
ｂ
Ｏ
０
ｐ
Ｏ
０
０
０
０
■
Ｏ
Ｇ
■
。
■
■
６
９
０
■
Ｕ
■
０
，
０
０
８
●
●
●
０
０
０
■
０
０
■
■
Ｐ
０
Ｐ
Ｂ
０
■
Ｏ
０
Ｂ
ｑ
●
０
●
０
８
●
■

ひ
と

一
冬
に
一
度
か
一
一
度
は
、
か
き
十
（
そ
の
男
性
に
言
わ
せ
れ
ば

丸
十
で
あ
る
が
）
に
行
っ
て
、
思
い
き
り
牡
蛎
料
理
を
食
べ
な
く

ち
ゃ
あ
本
当
に
冬
が
来
た
と
は
思
え
な
い
、
と
い
う
知
り
合
い
が

い
る
。
創
業
明
治
六
年
、
最
初
は
、
兵
庫
の
浜
に
つ
な
い
で
あ
つ

お
か

た
か
き
舟
だ
っ
た
そ
う
な
。
大
正
の
頃
か
ら
陸
に
上
り
、
そ
し
て

い
つ
の
頃
か
ら
か
、
丸
十
の
か
き
店
が
ち
ぢ
ま
っ
て
か
き
＋
に
な

っ
た
と
い
う
。

十
月
オ
ー
プ
ン
の
三
月
末
店
じ
ま
い
。
一
年
を
半
年
で
暮
ら
す

い
い
商
売
。
し
か
し
年
々
粒
よ
り
の
新
鮮
な
か
き
を
手
に
入
れ
る

の
が
む
づ
か
し
く
な
っ
て
来
た
と
の
こ
と
。
だ
か
ら
今
は
広
島
だ

け
じ
ゃ
な
く
、
伊
勢
、
日
本
海
も
の
も
使
っ
て
い
る
。
し
か
し
ま

あ
か
き
一
つ
で
よ
く
こ
れ
だ
け
の
料
理
の
種
類
が
で
き
る
も
の
だ

と
感
心
し
て
し
ま
う
。
一
品
料
理
に
も
色
々
目
が
行
く
が
、
ま
ず

は
土
手
鍋
コ
ー
ス
に
挑
戦
。
付
附
し
の
お
か
ら
ま
ぶ
し
、
少
じ
甘

口
で
ま
っ
た
り
し
て
い
て
お
い
し
い
。
フ
ラ
イ
、
あ
つ
あ
つ
を
口

に
入
れ
た
ら
か
き
独
特
の
味
が
に
じ
み
出
る
。
し
ょ
う
が
を
少
し

ノ
コ
ち
や
ん

□
か
き
十

北か

八
打
Ｖ
か
き
料
理

八
妃
Ｖ
中
国
料
理

華
一
麓
な
る
食
べ
あ
る
記

加
え
た
京
都
じ
た
て
の
み
そ
が
、
鍋
で
ぐ
っ
ぐ
っ
い
い
出
す
の
を

横
目
で
見
な
が
ら
、
一
品
で
頼
ん
だ
か
き
の
グ
ラ
タ
ン
を
い
た
だ

く
。
す
が
き
が
目
の
前
に
あ
る
の
で
、
加
減
し
よ
う
と
思
う
の
に

手
が
止
ら
な
い
。
牛
乳
と
バ
タ
ー
も
か
き
に
合
う
な
あ
と
思
い
な

が
ら
、
次
は
す
が
き
、
細
か
く
す
り
お
ろ
し
た
大
根
、
こ
ぶ
の
細

切
り
、
野
菜
の
お
ひ
た
し
の
上
に
す
だ
ち
を
き
ゆ
っ
と
し
ぼ
り
、

ま
あ
な
ん
と
も
い
え
な
い
口
当
り
、
磯
の
香
り
と
い
う
の
か
、
き

れ
い
な
海
か
ら
今
引
き
上
げ
た
ば
か
り
、
そ
ん
な
味
が
う
れ
し

い
。
お
酒
が
お
い
し
く
飲
め
ま
す
ね
え
と
言
っ
た
ら
、
こ
ん
な
の

は
い
か
が
で
す
か
と
、
お
か
み
さ
ん
の
明
子
さ
ん
、
か
き
の
の
り

巻
き
を
出
し
て
下
さ
っ
た
。
し
い
た
け
と
み
つ
葉
、
玉
子
や
き
、

そ
し
て
か
き
が
巻
か
れ
、
ぴ
り
っ
と
き
い
た
か
ら
し
に
、
ま
た
ま

た
グ
ラ
ス
が
空
い
た
。

さ
あ
、
土
手
鍋
を
い
た
だ
こ
う
。
か
き
は
あ
ん
ま
り
煮
い
ち
や

あ
い
け
な
い
。
鍋
に
入
れ
て
ほ
ん
の
二
、
三
分
が
良
い
。
ね
ぎ
の

細
切
り
も
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
に
な
る
前
、
豚
肉
も
色
が
変
る
程
度
、

ふ
う
ふ
う
い
い
な
が
ら
食
べ
る
。
み
そ
に
も
ぴ
っ
た
り
、
か
き
っ

て
の
は
実
に
柔
軟
性
の
あ
る
食
べ
物
な
の
だ
と
あ
ら
た
め
て
思

う
。
し
か
も
い
く
ら
食
べ
て
も
ふ
と
ら
な
い
、
美
容
食
だ
と
き
い

て
は
、
も
う
い
い
か
げ
ん
満
腹
な
の
に
、
ま
た
ぞ
ろ
箸
が
の
び
よ

き
十

京
種

１
１１９
１
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霊

か き十

▲上／土手鍋下左／かきフライ中／おからまぶし
右／すがき

「品質さえ良ければ、今は広島に限らず、伊勢や日本海か
ら取り寄せます」と話す向井明子さん

０
１
２
１
１

う
っ
て
も
の
。
か
き
御
飯
、
実
に
立
派
な
、
あ
か
の
か
ま
に
入
っ

て
運
ば
れ
て
来
た
。
本
う
る
し
の
台
と
ふ
た
。
も
う
め
っ
た
に
手

に
入
ら
な
い
し
ろ
も
の
。
こ
こ
は
か
き
御
飯
が
変
っ
て
い
る
。
も

ち
ろ
ん
普
通
の
た
き
込
み
な
の
だ
が
、
い
た
だ
く
時
、
わ
さ
び
と

大
根
お
ろ
し
を
ま
ぜ
た
も
の
を
上
に
の
せ
、
お
だ
し
を
か
け
て
、

な
ん
と
か
き
茶
漬
け
に
す
る
の
だ
。
の
り
の
風
味
も
き
い
て
、
あ

っ
さ
り
し
た
味
が
満
腹
の
お
な
か
に
す
る
す
る
と
入
っ
て
い
っ

た
。
ま
だ
こ
の
他
、
生
が
き
も
食
べ
た
の
で
す
ぞ
。
そ
し
て
宮
島

な
く
と
い
う
、
ポ
ン
酢
で
食
べ
る
分
も
賞
味
し
、
十
二
月
は
予
約

で
満
席
と
い
う
の
は
、
こ
れ
は
か
け
値
な
し
で
う
な
づ
け
る
と
、

納
得
と
大
満
足
で
靴
を
は
い
た
。

土
手
鍋
コ
ー
ス
／
４
０
０
０
円
（
昼
は
３
６
０
０
円
）
七
品
コ
ー
ス
／
４
６
０
０
円

（
４
２
０
０
円
）
宮
島
鍋
コ
ー
ス
／
４
３
０
０
円
（
３
９
０
０
円
）
七
品
コ
ー
ス
／

４
９
０
０
円
（
４
５
０
０
円
）

中
央
区
中
山
手
通
４
丁
目
ｕ
ｌ
加
雷
２
４
１
１
１
７
７
５
ｎ
時
鋤
分
ｌ
ｍ
時
営

業
日
／
幻
月
’
３
月
末
日
（
旭
月
誕
日
、
１
月
１
１
３
日
休
み
〉

☆
店
内
に
見
事
な
菊
が
飾
ら
れ
た
北
京
樫
、
創
業
調
年
。

ト
ア
ロ
ー
ド
を
の
ん
び
り
歩
く
、
坂
の
街
神
戸
で
も
特
に
好
き

な
坂
道
。
ウ
イ
ン
ド
ウ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
楽
し
み
な
が
ら
、
と
ん

と
突
き
当
り
、
そ
こ
で
大
抵
右
に
折
れ
る
。
私
の
好
き
な
ブ
テ
ィ

ッ
ク
の
あ
る
一
角
だ
か
ら
。
今
日
は
左
に
折
れ
た
。

こ
の
十
一
月
で
創
業
三
十
五
年
と
い
う
、
北
京
樫
に
初
め
で
行

っ
た
。
四
階
だ
て
の
大
き
な
ピ
ル
。
こ
の
ピ
ル
に
な
っ
て
か
ら
は
、

ま
だ
七
年
程
だ
が
、
そ
れ
以
前
の
、
洋
館
だ
て
の
北
京
楼
で
か
の

谷
崎
潤
一
郎
先
生
が
お
見
合
い
を
な
さ
っ
た
と
か
。
そ
の
伝
統
と

い
う
の
か
、
落
着
い
た
各
部
屋
の
雰
囲
気
が
そ
う
さ
せ
る
の
か
、

今
も
こ
こ
で
の
お
見
合
い
は
跡
を
た
た
な
い
。
初
め
て
出
逢
っ
た

二
人
、
な
ん
と
な
く
話
が
合
い
そ
う
。
そ
れ
を
察
し
た
仲
人
さ
ん

が
、
二
人
っ
き
り
で
そ
の
辺
を
歩
い
て
ら
し
た
ら
、
な
ん
て
こ
と

で
そ
ぞ
ろ
歩
く
に
は
こ
の
辺
は
も
っ
て
こ
い
。
チ
ク
シ
ョ
ー
ノ

猛
烈
に
食
欲
が
わ
い
て
来
た
。
，

こ
の
道
十
五
年
と
い
う
料
理
長
の
林
さ
ん
、
ま
だ
お
若
い
な
が

口
北
京
模

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



▲上左／フカヒレスープ右／前菜下左／春巻とカニの
ツメ右／エビのあまず煮

「中国からの来究にもよく利用していただいています」と
話す朱貴生さんと料理長の林さん（右）

北京棲

2１
１

鍵識鍵蕊､ 繍頭霞~ 蝿J 蕊蕊需上鴬_ 墓噂』懸溌懲黙蕊灘蕊癖懲譲鍵鶴騨驚

テ
ー
ブ
ル
（
８
．
９
人
）
／
３
０
０
０
０
円
１
７
０
０
０
０
円
一
品
料
理
／
８
０
０

円
１
２
０
０
０
円

中
央
区
山
本
通
３
丁
目
ｍ
ｉ
３
露
２
３
１
１
６
９
６
１
，
時
１
９
時
無
休

共

ら
菊
華
殿
と
い
う
三
百
人
の
宴
会
も
で
き
る
結
婚
式
場
を
も
つ
こ

の
店
を
、
六
人
の
ス
タ
ッ
フ
と
共
に
が
ん
ば
っ
て
ら
っ
し
や
る
。

今
日
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
什
錦
冷
盤
つ
ま
り
前
菜
、
紅
焼
魚
鰭
（
フ

カ
ヒ
レ
ス
ー
プ
）
、
昨
両
様
（
あ
げ
物
一
一
種
）
、
烹
大
蝦
（
エ
ビ
の

あ
ま
ず
煮
）
の
四
種
類
。

ま
ず
は
前
菜
に
と
り
か
か
る
。
真
中
に
堂
々
と
ひ
か
え
る
伊
勢

エ
ビ
は
後
回
し
に
し
て
、
う
わ
ぁ
、
た
ら
こ
が
あ
っ
た
。
な
ん
と

も
い
え
な
い
お
い
し
い
味
付
け
に
煮
て
あ
る
。
は
ま
ぐ
り
の
味
も

よ
し
。
チ
キ
ン
は
ガ
ー
リ
ッ
ク
の
味
が
ぴ
り
っ
と
き
い
て
、
れ
ん

こ
ん
は
少
し
あ
っ
さ
り
め
。
ふ
か
ひ
れ
ス
ー
プ
は
少
し
味
が
濃
い

め
だ
っ
た
が
、
何
杯
で
も
お
か
わ
り
出
来
る
程
お
い
し
か
っ
た
。

た
け
の
こ
、
え
の
き
た
け
、
し
い
た
け
、
小
エ
ビ
、
豚
肉
、
そ
し

て
ふ
か
の
ひ
れ
が
か
ら
み
合
っ
て
、
の
ど
元
を
通
る
心
持
良
さ
。

氷
ざ
と
う
を
少
し
と
か
し
た
紹
興
酒
を
ぐ
い
と
一
口
の
ん
だ
。
あ

げ
物
二
極
と
い
う
の
は
、
春
巻
き
と
か
に
の
つ
め
の
フ
ラ
イ
が
一

つ
の
お
皿
に
身
を
寄
せ
あ
っ
て
い
る
も
の
。
お
は
し
な
ん
か
じ
ゃ

ま
だ
る
っ
こ
し
い
か
ら
、
ぐ
い
と
爪
を
つ
か
ん
で
手
で
食
べ
た
。

一
瞬
、
こ
れ
が
お
見
合
い
の
席
な
ら
こ
れ
で
一
巻
の
終
り
だ
な
ぁ

と
思
っ
た
が
、
何
事
も
食
欲
最
優
先
。
エ
ビ
の
あ
ま
ず
煮
、
こ
ろ

も
と
エ
ビ
が
一
つ
に
な
っ
て
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
の
甘
さ
が
し
つ
こ
く

な
い
。朱

貴
生
さ
ん
の
お
父
さ
ん
、
未
相
杢
さ
ん
は
、
昔
上
海
で
ロ
シ

ア
料
理
の
お
店
を
し
て
い
ら
し
た
そ
う
な
。
ハ
ル
ピ
ン
か
ら
神
戸

に
来
ら
れ
、
こ
の
北
京
楼
を
、
そ
し
て
息
子
さ
ん
が
ト
ア
ロ
ー
ド

の
下
で
「
ワ
シ
リ
」
を
や
つ
て
ら
し
た
と
聞
い
て
、
よ
く
行
っ
た

懐
か
し
い
ロ
シ
ア
料
理
店
を
思
い
出
し
た
。
ワ
シ
リ
は
も
う
無

い
。
お
父
さ
ん
は
今
や
菊
造
り
の
方
で
有
名
で
あ
る
。
相
楽
園
の

菊
花
展
、
四
回
目
か
ら
出
品
な
さ
っ
て
総
理
大
臣
賞
二
回
を
は
じ

め
、
大
臣
賞
十
四
回
と
い
う
か
ら
大
変
な
も
の
。
各
部
屋
に
見
事

に
活
け
ら
れ
た
大
輪
の
菊
、
入
口
の
け
ん
が
い
、
と
つ
く
り
と
な

が
め
て
ま
た
の
ん
び
り
ト
ア
ロ
ー
ド
を
お
り
た
。

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



q Ｑ

ﾌ ｧ ｯ ｼ ｮ ﾝ ･ ｾ ﾝ ｽを
フq ﾗ ｽ した
ｸ リーニング

ニッ玖尋

ローブ･ ニシジマのサービス内容
●ファッション・メンテナンスのすべて…型くずれ
の防止､ 素材感の回復、お客さまの好み通りの仕上
げ●いつまでも美しく藩るためのアドバイス

神戸市中央区三宮町2丁目1 0番7号グレイス神戸Ｂ１竃( 0 7 8 ) 3 3 2 - 2 4 4 0
〈水曜定休）

国際美容賞に輝いた月乃桂子の
ケイラク美容があなたの美しさに貢献. ／
－専門処置からリビング指導迄一

識 ピューラ屍顎.一/』ﾉｯｸ
理学美容研究所
く.釧荊j家数青･通信,悲座もあり〉

月乃桂子先生

減量・減寸に１カ月～３カ月コース→そう身美容・バスト
・腕・下半身の部分的コース→プロポーション，シミ・ニ
キビ・小ジヮの整肌コース→整肌美顔
自宅でするお手入れの指導コース→リビングビューティー
リラクスゼーションに心身美容コース→ケイラク美容。
縮毛・硬毛・軟毛・育毛コース→美髪( 特殊毛髪）

神戸店中央区宮本通２－８－１趣078(231)5731

鞘i 昌熱繍溌織国
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